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序

津山市日上和田古墳は昭和5E年度の日上地区土地改良整備事業 (ほ揚整備事業)施行区域内

にあり,事業実施にあたり緊急発掘調査 したものであります。

この古墳付近には日上天工山古墳, 日上畝山古墳群などがあり古墳時代を研究する上で非常

に重要な地域であります。本古墳はこれらの古墳群との関連において注目すべきものでありま

したが,残念ながら破壊がかなり進んでおり当初予想していた成果にはいたらなかったものの

古代の様子を知る上で貴重な資料を得ることができました。調査は予定期間より多少長引きま

したが,無事作業を終わることができましたので, ここに調査の結果を報告いたします。各位

のご活用をいただければと存 じます。

最後になりましたが,こ の調査に際しご協力をいただきました関係各位に深 く謝意を表しま

して序といたします。

日召不日58千 3月 31日

津山市教育委員会

教育長 福 島祐 一
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1.本書は津山市教育委員会が,津山市日土地区の土地改良総合整備 (同和)事業,と しての,

ほ場整備事業の一環として実施した日上和田古墳発掘調査の報告書である。

1.調査は昭和55年 5月 1日 から6月 5日 まで実施した。

1.調査にあたっては,墳丘測量に社会教育課安川豊史の援助を得た。

1.追物整理は,津山市埋蔵文化財発掘調査補助員松本真澄,光延稲造の協力を得た。

1.本書に用いた高度は海抜高である。また,方位は磁耳とである。

1.本書の執筆は社会教育課行田裕美が行なった。

1.本書の作成にあたっては,社会教育課湊 哲夫,中 山俊紀,安川豊史の助言を得た。
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第 1章 立地と周辺の追跡

日上和田古墳は岡山県津山市日上字和田275番地に所在する。中国山地から南に樹枝状に派

生する低丘陵の間に換まれた小支流は南下して吉井川へと合流する。吉井川は津山市街地に入

り,流路を東へと大きく変え,津山市川崎付近からふたたび流路を南へと変える。丁度この付

近で加茂川と合流する。この一帯は畝山と称する一独立小丘陵を有する沖積平野をなしている。

この地域は津山市内においても,非常に遺跡の密なところで,特に日上畝山古墳群を代表とす

る古墳の密集地である。また,古墳時代以降奈良時代になると,美作国分寺,美作国分尼寺も

この地におかれるなど,古代においてはかなり重要な地位を占めていた地域と考えられる。日

上和田古墳 (第 1図 -1)は畝山から南へ援やかに延びた低丘陵の先端部に 1基だけ独立して位

置 しており,す ぐ南には吉井川を見おろすことができる。周辺の追跡を概観すると,日 上天王

山古墳 (第 1図-2), 日上畝山古墳群 (第 1図-3),国分寺飯塚古墳(第 1図 -4),国分寺長

畝山古墳群 (第 1図 -5),国分寺長畝山北古墳群 (第 1図 -6),観音山古墳群(第 1図―Ⅲ7),

美作国分尼寺跡 (第 1図 -8),美作国分寺跡 (第 1図 -9)な どがあげられる。日上天王山古墳

は前長55mの前方後円墳で,前方部の形態などから津山市内で最古の古墳に属するものと考え

られている(註 1)。 日上畝山古墳群は前方後円墳 1基 と円墳∝基の計61基 からなる古墳群で,

5世紀後半から6世紀前半にかけての古式の群集墳である(註 2)。 国分寺飯塚古墳は直径3駒
,

高さ6mの円墳で,墳丘斜面には河原石による葺石がみられる。 5世紀前半頃の築造と考えら

れている(註 3)。 国分寺長畝山古墳群は賀爆,国分寺長畝山北古墳群は14基の円墳よりなり,

6世糸己初頭から前半にかけての築造と考えられている(註 4)。 この内,国分寺長畝山 1号墳 ,

同 2号墳は発掘調査され, 5世紀後半のものと推定されている(註 5)。 観音山古墳群は 8基 よ

第 1図  日上和田古墳と周辺追跡分布図
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り構成されるが,時期は不明である。美作国分寺跡は昭和51年から4ケ年にわたる発掘調査で,

金堂 。講堂・中門・回廊・塔 。南門・北方建物・寺域を画する濤などの主要追構が確認され,

ほぼその全容が解明された(註 6)◎ 美作国分尼寺跡は国分寺西方約500mに 位置する。方 1町の

寺域が想定されているが,伽藍については全く不明である。

註

(1)今 井 尭  「原始社会から古代国家の成立へ」『津山市史第 1巻』1972

安川豊史  「古墳時代」 F図録津山の史跡』1978

(2) 今井 莞 前掲書

今井 莞 。近藤義郎  「群集墳の盛行」『古代の日本4中国 。四国』1970

安川豊史 前掲書

(3)今 井 尭 前掲書

安川豊史 前掲書

(4)今 井 完 前掲書

(5)河 本 清 「美作考古学の現状と課題」『古代吉備第7集』1971

(6)湊  哲夫 。安川豊史・行田裕美  『美作国分寺跡発掘調査報告』1980

尚,古墳群は F岡山県遺跡地図 (第 1分冊)』 岡山県教育委員会1973に拠った。

第 1節 調査に至る経過

津山市日上地区一帯では,昭和52年度より,土地改良総合整備事業 (同和対策事業)と して,

ほ場整備事業が実施されており,昭和56年度終了予定で現在も継続中である。昭和54年度にお      。

いて, 1ケ所「刻 と呼ばれている高まりがあるので,分布調査を行なった結果,大きく破壊

されて墳丘をわずかに残すだけの古墳と解された。この古墳は『岡山県追跡地図(第 1分冊 )』

には記載されておらず,新 しく発見されたものであった。このため,津山市教育委員会では,

ほ場整備事業の一退として発掘調査を実施 し,記録保存することとなった。発掘調査は昭和55

年 5月 1日 から開始 し, 6月 5日 に終了した。

発掘調査主体 津山市教育委員会

事 務 担 当 須江尚志  (社会教育課長)

宇那木俊介 (社会教育課文化係長)

調  査  員 行田裕美  (社会教育課)

調査 補 助 員 松本真澄
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過2章 調査の経第
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第 2図 調査前墳丘測量図

第 2節 調査の経過

調査地周辺はもともと水田であったが,調査時 にはすでに,ほ場整備事業が進んでおり,本

古墳だけが造成された水田に孤立するという状況であった。調査は昭和55年 5月 1日 から実施

したが,破壊部はゴミ捨て場に使用されており,墳丘残存部には雑木が繁茂していた。このた

め,調査はゴミの除去 と立木の伐採から始めなければならなかった。以下,概要は次の通りで

ある。

昭和55年 5月 1日 ～ 2日  ゴミ除去,立木伐採,草刈 り,写真撮影,墳丘測量

5月 6日 ～10日  表土剣 ぎ,写真撮影,墳丘測量

5月 12日 ～14日  墳丘切断東西 トレンチ発掘,写真撮影,実測

5月 16日 ～20日  墳丘切断南北 トレンチ発掘,写真撮影,実測

5月 22日 ～ 6月 5日 住居址,土拡発掘,写真撮影,実測

-3-
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第 3図 表土除去後墳丘測量図

5月 23日  岡山県教育委員会文化課吉光課長補佐,河本係長視察。

尚,調査には次の方々の参加を得ました。記して厚くお礼申し上げます。

松永一平,中原通継,大笹美喜助,松永石野,立石喜美江,花房琴枝

第 立早 調査の記録

第 1節 古 墳

墳丘 (第 2図,第 3図 )

本古墳は大きく破壊 されており,主体部もなく,わずかに墳丘の南側と東側を孤状に残すだ
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第 4図 周追断面図

蜘

0               1m

第 5図 ハニワ出土状態実浪1図

けである(第 2図 )。 地元住民の話によると,昭和の初め頃,土取りをしたとのことであった。

須恵器などの遺物が出土 したらしいが,現在その所在は不明である。内部主体についても全く

不明である。立木伐採,草刈 り,清掃後の墳丘表面には挙大の石が散乱 していた。これは地山

に合包されている石で,水田,畑の耕作時に出たものを運んできて捨てたものである。墳丘残

存部での墳頂は平担,あ るいはややくばんでいるが,こ れも土取りの際に削られたものである。

表土を除去する際に,墳丘南西部において集石を検出した(図版 3-1)。 当初,この集石は葺

石の一部かとも考えられたが,掘 り進めた結果,ガラスやビンの破片が発見され,前述のごと

く,石を運んできて捨てたものであることが確認 された。さらに集石の南側において,二次的

-5-



な移動による

と考えられる

ハニワ片がま

とまって表土

中より出土 し

た (第 5図 ,

図版 3-1・

2)。 表土除去

後の墳丘浪1量

図から,築造

時の墳丘の規

模を推定復元

すると径約 19

mぐ らいにな

るであろう。

そして,周囲

0                          10田 m

農

尋

第 6図 墳丘表面及び表土中遺物実測図(1)

を幅約 2mの周涅がめぐっていたものと考えられる(第 3図 )。

周 '皇 (第 3図,第 4図 )

墳丘残存部の南西部においてわずかにその形状を留めていた。残存部の長さは約 4.5m,幅

は約 2mを測る(第 3図 )。 深さは約50cmで ある。周注埋土上層の表土中には,ハニワ片がまと

まって出土したが,こ の出土状態はハニワが立てられていたような状態ではなく,倒れたまま

の状態で横たわっていること,周注上の表土中に位置することなどから,二次的な移動による

ものと考えられた。周1皇埋土層はやや粘性のある黒褐色土であり,遺物は包合されていなかつ

た(第 4図 )。

墳丘表面及び表土中須恵器観察表 (第 6図 ) 単 位 (Cm)

番 号 器  形 回 径 器 高 形 態 ・ 手 法 の 特 長 ,そ の 他

1 杯 蓋 14.4 4.2 器壁 は厚 ぼ ったい。 日縁 端部 は丸 くお さめて い る。天 丼部 と口縁 部 と

をわける境 界 に凹線 は施 され ない。天丼部 は荒 いヘ ラ削 りを施 す。

2 杯  蓋 15。 8
口縁 端 部 の 端 面 は 内 傾 し,内 面 との 間 に明 瞭 な稜 線 を作 って い る。天

井 部 と口縁 部 を画 す る凹線 を め ぐ らす 。

杯  蓋 16.7
2と 同様 日縁 端 面 は 内傾 し,内 面 との 間 に明 瞭 な稜 線 を残 す 。天 丼 部

と口縁 音日の境 界 にとま凹繰 が め ぐる。

4 杯  身 14.6
た ち あ が り部 は や や 内傾 しな が ら上 方 へ の び,受 部 は や や 上 向 きに外

方 へ の び ,端 部 は ど ち ら も丸 くお さめ る。

5 広 口 壷 16.0
や や 外 反 す る日縁 部 で 端 部 は 丸 く外 方 に お さめ る。体 部 は不 明 。 内 面

とこは淡 緑 色 しり自然 釉 が か か っ て い る。

6 透
推 定
12.0

推 定
10.8

口縁 端 著躊を欠 く。偏 平 な体 部 に ラ ッパ 状 に開 く口縁 部 がつ く。 日縁 言F

中 間 に は幅 の あ る ク シ描 き波 状 文 と幅 の 狭 い波 状 文 が 2本 め ぐる。

短 頸 壷
定

・
１

推
８

定

・
３

推
９

口縁部 はやや内傾 してた ちあが る。体部 タト面 はヘ ラ削 りを施 し,下部
とこは 1本の沈線 がめ ぐる。 内面 には縦 方向 の子旨なで が認 め らオ■る。
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墳丘表面及び表土中の遺物 (第 6図,第 7図 )

墳丘残存部表面には,弥生土器片,須恵器片,ハニワ片が散乱 していた。しかし,いずれも

小破片が多数を占めた。表土中にも,須恵器片,ハニワ片など力落忍められたが,ガラスびん,

茶わん,針金なども含まれており,土取り,削平の際にかなり移動したものと考えられる。従

って,表面採集の土器と表土中出土土器の接合もあった。第 6図 -1は その例である。これら

のことから,墳丘表面採集の土器と表土中出土土器とは一括 して扱 うことにした。このうち,

第 6図 には須恵器をあげた。個々の記述は観察表の通りである。

第 7図 にはハニワ片をあげた。ハニヮは須恵器に比べて量的に多いが,保存状態が悪 く,内

外面の調整のわかるものは少ない。 1・ 2は円筒ハニワの口縁部である。 1は 2に比べより外

反する。日縁端面にはどちらも凹線をもつ。外面には縦方向の刷毛目が施 されている。 1の 内

面は口縁部近くは横なで,下方は縦方向の指なで仕上げである。 7・ 8・ 9は底部である。7・

9は部厚い器壁であるのに対し, 8はやや薄 く仕上げられている。タト面はいずれも縦方向の刷

毛目が施される。 7・ 9は底部下端まで刷毛目が施 されるが, 8は下端まで刷毛目が及んでな

い。内面の調整がわかるのは 8だ けである。 8は縦方向の指なでによる仕上げである。 4・ 5・

6は胴部である。外面は全て縦方向の刷毛目仕上げである。内面は 6が横方向の刷毛目を施 し

-7-
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第 8図 表土中ハニワ実浪j図

た後,そ の上を指でなでて仕上げている。 4は縦方向の指なで仕上げである。タガはいずれも

張 りつけである。器壁断面は 9を 除き,いずれも青灰色を呈している。中でも 1・ 3。 4は非

常に堅く須恵質を呈す。

第 8図は周辛難 の表土中出土のハニワー括追物である。 1は唯一復元可能であった円筒ハニ

ワである。底径2CLm,日径37cm,器 高55cmを測る。ただ器高については,胴部が途中欠けてい

るので,推定復元高である。器形は底部から口縁部へかけて援やかに開き,ラ ッパ状を呈す。

-8-
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第 9図  トレンチ配置図と墳丘断面図

口縁端面には凹線がめぐる。タガは胴部を 4本めぐるが,タ ガ間は平行ではなく,幅の広いと

ころ,狭いところがある。透 し孔は下から1本目と2本 日のタガ間と3本 目と4本 日のタガ間

にあけられている。日縁部外面にはヘラ描 きによる波状文が 1本幅14cmに わたり施 されている。

内面は下端が指頭による押 さえ,そ の上部にはヘラ削りの痕跡がみられる。胴部には横方向の

刷毛目が残っているが,大半はなでによって消されている。日縁部付近は横方向の刷毛目仕上
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]表土
2 黄褐色土
3 茶褐色土
4 暗茶褐色土
5 黒褐色土
6 暗茶謁色土
7 黒褐色土

BB茶褐色土

暗茶褐色土
黄褐色土

黒色土

茶褐色上

暗茶褐色土
客土

暗黄褐色土

黒褐色土
淡黒色土

黒色土

0
第10図 墳丘断面図

げである。外面は全て縦方向の刷毛目調整である。 3・ 4は胴下半部を欠く。 1。 2。 3・ 5

がラッパ状に開く器形であるのに対して, 4は 円筒に近い器形である。 3・ 4と も外面は縦方

向の刷毛目仕上げである。 4は保存状態が悪 く,わずかに刷毛目を残すのみである。内面は 3

が縦方向の指なで, 4が横方向のヘラ削りで仕上げている。 3の 口径は27cm, 4は 27.4cmで あ

る。タガ間には透し子とが穿たれている。 2・ 5は胴上半部を欠く。底径は 2が2CLm, 5が16cmを

測る。外面は縦方向の刷毛目仕上げである。 2の内面は指頭圧痕が透 し孔の周辺に残るが,他
はなで調整である。 5は底部と透 し孔の周辺に指頭圧痕が,そ の間には縦方向の指なで痕が残

っている。 2には外面の縦方向の届」毛目が下端まで及んでいない。 5の底部タト面は下から 1本

目のタガより約 3 cm下 がったところから荒い原体による刷毛目が右下 りに施 されている。 2・

3・ 5は器壁断面が暗青灰色を呈 している。

墳丘の築成 (第 9図 ,第 10図 )

墳丘の土層観察のため,東西,南北にトレンチを入れた。第9図 に墳丘断面概念図を付けた

が,残存部の状態がよく理解される。南北断面観察 (第 10図上)に よると,地山の上に暗茶褐

色の弥生土器包合層があり,こ の上から盛土が始まることがわかる。盛土はもっこ状運搬具に

よるものか,断面形がレンズ状を呈すものが多く認められる。盛土中には地山の土もかなり合

まれている力比 やはリレンズ状の断面形を呈すものが多い。南斜面部には,後世掘られた大き

―〒 10-―



第11図 盛土内遺物実浪」図

な穴が観察される。東西断面 (第 10図下)では,南北断面にみられたようなレンズ状断面形の

盛土は少なく,斜面に平行する盛土状況がうかがえる。

盛土内の遺物 (第 11図 )

墳丘の土層観察のために入れた東西 。南北 2本の トレンチと住居址・土拡を掘り上げるため

に除去 した盛土内から出土したものである。 1～ 4は弥生土器, 5～ 12は須恵器である。 1・

2は保存状態が悪 く,大部分器壁表面が劉落している。 1は大形の甕形土器である。口縁部端

面は内傾する。上端部はつまみ上げ丸くおさめている。内面には浅い凹線がめぐる。外面は頸

部に右下りの刷毛目がわずかに残っている。内面は胴部と頸部の境界まで横方向のヘラ削りが

行なわれている。 2は器台形土器である。口縁部端面にはわずかながら凹線が 3本めぐってい

る。内面には横方向の刷毛目が若干残っている。 3は甕形土器の底部である。外面は縦方向の

刷毛目仕上げ,内面には指頭圧痕がみられる。底部には約 l cmの 孔が穿たれている。 4は壺形

土器の底部である。底部外面には叩き痕がみられる。内面は刷毛目仕上げである。底面には,

細い葉脈の木の葉文様が観察される。須恵器については観察表をのせた。

―-11-―
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番 号 器  形 口 径 器 高 形 態 ・ 手 法 の 特 徴 ,そ の 他

杯  蓋
天丼部 はて いねい におヽ ラ削 りを行 なってい る。天 丼菩5と 口縁菩Eと を分

け る境 界 は鋭角 に突 出す る。 日縁端 面 はほぼ平 らで ある。

杯  蓋
推 定
4.6

天 丼 部 はヘ ラ削 りを して い るが ,稜 線 は鈍 く丸味 を お び て い る。 天 丼

部 と日縁 部 との 稜 は鋭 い 。 日縁 内 面 に は鈍 い稜 が ま わ る。端 部 は 丸 い。

杯 蓋
推 定
11.8

定

・
９

推
３

天丼部 にはヘ ラ削 りを施 す。天丼部 と口縁 部 を分 ける稜 は鋭角 に張 り

出す。微砂粒 を多量 に合 む。 日縁端部 欠失 。

8 杯  蓋 12.9
天 丼 部 はヘ ラ削 りを行 な う。天 丼 部 と口縁 部 を画 す 境 界 は短 か く鋭 角

に突 出 す る。 内 面 と口縁 端 部 の 間 に は 明 瞭 な稜 線 をつ くる。

杯  身
2～ 3 1nll大 の砂 粒 を含 む 。 器 壁 は や や 厚 い 。 口縁 部 は 内傾 し,受 け部

は ほ ば/Jtttに 張 りととす 。 底 部 はいヽ ラ肖Jり を行 な っ て い る。

杯  身 10.5
日縁部 はほぼ垂 直 にた ちあが り,端部 は丸 くお さめてい る。受 け部 は

やや上方 に立 ち上 が る。

高  杯 19.5
口縁 部 と底部 を分 ける稜 は突 出 し,明瞭 な稜線 をつ くる。稜線 の下 t

は波】犬文 と沈線 がめ ぐる。長方形 σD透 し子しが 3方 にあけ られ る。

広 口壷 19,9
外 面 は暗灰 色 を呈 す 。 焼 きは非 常 に堅 い。 日縁 端 面 は平 担 に仕 上 げ ら

れ,下 に断 面 三 角 形 の突 帯 がつ く。

―-12-―
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第13図 住居址実測図

第 2節 住居址 (第 12図,第 13図 )

墳丘土層観察のための東西 トレンチを入れた結果,墳丘東側において住居址 と土拡が確認 さ

れた。このため,盛土を除去 し,全容を把握 した。土拡は住居址東側において,重なり合った

状態で確認された(第 12図 )。

住居址は 2軒が重複 して検出された。柱穴は 4本であり,柱穴そのものの重複はなかった。

このことから,柱穴はそのまま利用し,周濤を外方に拡張 したことが考えられる。ttEl■ の平

面形は一角を北方向に向けたほぼ方形である(第 13図 )。 拡張前の住居址は 1辺約 5。 2mを測 る。

平面形は住居址の北と南の角が直角よりやや鈍角となっている。 P-1は径割血,深 さ40cm, P

-2は径35cm,深 さ3駒m, P… 31よ径25cm,深 さ3�, P-4は径37cm,深 さ35cmを 測 る。 P… 1と P

-2の 間は 3.lm,P-3と P…4の 間は 3.2m,P-1と P_3の 間は 2.7m,P_2と P-4の 間は 2.9

mを測る。 4本の柱穴のほぼ中央部には,長辺85cm,短辺6∝m,深 さ1駒mの 長方形中央穴が位

―-13-
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第14図 住居址内遺物実測図

置する。埋土は黒褐色粘質土であり,炭 は認められなかった。床面には P… 1と P_2の 間に約80

Cm× 70cmの 範囲と,こ の場所から南へ約 2mの位置に約65cm× 55cmの範囲 2ケ所に焼土面が検

出された。これは拡張前のものと,拡張後に移動 したものと考 えられ る。周濤の幅 は約 10cm

～15cmで あり,深さは深いところで 5 cmと 非常に浅い。

拡張後の住居址は,正方形より長方形に近い平面形を呈している。長辺約5。 9m,短辺約5.6

mである。周濤は北西辺がやや狭く,10cm～ 15cm,南西辺は広く30cm前後である。北東辺と南

東辺は内側の周濤と接している。住居址内には,主柱穴,中央穴の他に長方形落ち込み,多数

のピットが検出されたが,住居址 との関係は不明である。住居址埋土は里褐色土である。埋土

は住居址の南側 においては,約 20cmの厚 さがあったが,北 にいくにつれて削平を受けており,北

端では周濤埋土の黒褐色土が帯状 に残 るという状態であった。土拡上での周濤は確認で きなか

った。

住居址内の遺物 (第 14図 )

住居址の埋土は南半分 ぐらいで,北半分は削平 されておりほとんど残っていなかった。古墳

の盛土はこの埋土上層より始 まっており,住居廃絶後古墳築造までの間に整地 されたものであ

ろう。住居址北半部においては,盛土最下層 と住居址埋土 との境界が不明確であった。このた

め,床面に接 していたものを住居址内遺物 とした。住居址の P-1と P-3と の間の焼土上面より

ほぼ 1個体 と思われる土器が出上 したが,ぃずれも小破片で保存状態 も悪 く復元で きるもので

はなかった。住居址内遺物は数十点あるが,小砂片で図示できるものはわずかであった。

1～ 3は ともに「く」の字状口縁で端部を九くおさめている。 1の 口縁部外面には細かい縦

方向の刷毛目が残る。頸部から胴部へかけては荒い縦方向の刷毛目で仕上げている。日縁部内

面は荒い横方向の刷毛目を連続的に施 している。頸部から胴部にかけては横方向のヘラ削 りで

仕上げてぃる。頸部内面にはヘラ削りによってできた稜を形成する。 2,3と も仕上げの手法

は 1と 全く同様であるが, 2は口縁部外面の刷毛目が認められない。頸部外面は 1・ 3と も九

味を帯びているのに対 し, 2は角をもっている。 3は 1・ 2に比べて胴の張 りが少なく,す ら

っと下方にのびている。 3は外面の仕上げに口縁部から胴部にかけて連続 して荒い縦方向の届」

0
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毛目を用いている。器

形はいずれも甕形土器

である。

第 3節 土 拡 (第

12図, 第15図 )

住居址の東側部分で

検出された (第 12図 )。

平面形はほぼ隅丸の長

方形で,長軸を耳ヒ方向

に向ける。長辺2.8m,

短辺 0。 9m,深 さ40cm

である。床面は南に向

かってゆるやかに上が

つている(第 15図 )。

上拡内の遺物 (第 16

図 )

埋土下層の暗茶褐色

土より出土 した。いず

1 黒褐色土

2 黒色土

3.茶褐土

4 暗茶褐色土

第15図 土拡及び遺物出土状態実測図

れも床面から約10cm浮 いた状態で出土 した。 1～ 5は甕形土器である。いずれも刻ヽ破片で完形

品はない。 1～ 4は口縁部である。 1は内傾する端面に退化 した沈線が 2本めぐる。 2は口縁

端面に沈線は認められず,な で仕上げである。国縁端部は上方へ少 し拡張 している。 3はかな

り内傾する端面で,端部は下方へ大きくのびている。端面には 2本の凹線がめぐる。内面は横

方向のヘラ削り仕上げである。 4の 口縁端部はやや上方に拡張 し,端面には 2本の沈線がめぐ

る。内面は頸部まで横方向のヘラ削りが及んでいる。いずれも保存状態が悪 く,外面の調整は

不明である。 5は底部である。外面はなでによる仕上げ,内面は下から上へのヘラ削 りを行な

つている。 6は椀形土器である。保存状態が悪 く,器表はかなり剣落 しているが,外面には縦

方向の刷毛目が,内面には横方向の刷毛目が若干観察される。日縁端部は九くおさめている。

7は高杯形土器の脚部である。脚端は外方に張り出しているが,端部は九くおさめている。端

部上方には浅い凹線がめぐり,低い段をなしている。外面は縦方向の刷毛目による仕上げであ

る。杯部内面はヘラ削りを行なっている。 8は器台形土器である。長方形の透し孔が穿たれる。

透し孔の下方には3本,上方にも凹線がめぐる。外方に張り出す端部は九くおさめるが,端部

内面と底面との境界には鈍角な稜を作っている。底面と端部との境界はやや下方に張り出して

いる。外面には透し孔の下半より縦方向の刷毛目が観察される。上半及び内面はなで調整である。

―-15-
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第16図 土拡内遺物実測図

本調査では,そ れぞれ時期の異なる3つの遺構を確認 した。古い方から土拡,住居址,古墳

という順である。土拡の時期は出土土器 (第 16図 )か らみると,弥生時代中期末から後期初頭

にかけての時期と考えられる。この中で中期末頃と考えられるのは,  8で あり,残 りの土器

は後期初頭と考えられる。従って,土拡の時期は弥生時代後期初頭としておく。この弥生時代

中期末から後期初頭にかけての時期は,丁度津山盆地の各地において弥生時代社会が定着する

時期にあたり,菫該地も例外にもれず弥生時代社会が定着 した時期であろう。現在のところ,

周辺での弥生時代集落は調査 されてないが,付近の水田地には広範囲にわたって土器が散布す

ることから,畝山丘陵を背後にした大集落が存在したことが推測される。土拡の性格は不明で

あるが,墓と考えておきたい。

弥生時代集落はやがて古墳時代へと受け継がれる。畝山丘陵には津山地方で最古の首長墓と

考えられている日上天王山古墳が登場する。 5世紀後半頃になると日上畝山古墳群が形成され

凱
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第17図 表採瓦実測図

始める。日上天王山古墳, 日上畝山古墳群形成の背景には,弥生時代集落から継続的に発展 し

てきた古墳時代集落が当然関与 したことであろう。この時期の土師器については十分な編年研

究が行なわれていないのが現状であるが,調査 した住居址の時期は出土土器 (第 14図 )か らみ

て, 5世糸己代と推測される。この住居址が日上畝山古墳群形成に関与した集落の 1軒に相当す

るものと考えられる。

6世糸己代になると集落の移動があったことがうかがえる。すなわち,住居址の埋没後日上和

田古墳が占地 していることである。古墳の墳丘盛土内には弥生土器,古式須恵器が包含されて

いることからみても,前述 したような弥生時代中期末あるいは後期初頭からの流れが読み取れ

るであろう。盛土中の土器 (第 11図)には 3・ 4な ど土拡内出土土器よりも後出的で後期末頃

の上器も含まれている。須恵器は全て古式のものである。中でも5は最古の一群に属するもの

である。これらの須恵器は多少の時期差はあれ 5世紀後半頃のものであり(註 1),畝山古墳群

形成期にあたる(註 2)。 日上和田古墳の築造時期を確実に決める遺物の出土状態,遺構はない。

しかしながら,土取 りの際に二次的に移動 したものと考えられる墳丘表面及び表土中遺物があ

げられる。これらの遺物は原位置こそ保っていないが,本古墳との伴出は間違いないであろう。

須恵器 (第 6図 )2・ 3の杯蓋は天丼部と口縁部との境界に明瞭な凹線がめぐり,口縁端面は

やや内傾 し,内面との間に稜を形成するなどの特徴をもっている。これらの特徴から6世紀前

半頃の時期と考えられる(註 3)。 1はやや後出的なものと考えられるが,他は同時期のもので

ある。ハニワは全て外面縦方向の刷毛目調整,円形の透し孔,低台形のタガ,下細 りの器形な

どの特徴があげられる。これらの特徴はV期の新 しい時期と考えられ, 6世糸己前半頃と考えら

―-17-―



れる(註 4)。 このハニワの時期は須恵器の時期とも一致し,日上和田古墳の築造時期を6世紀

前半に比定することができよう。

日上畝山古墳群は 5世紀後半から6世紀前半にかけての古式の群集墳であると考えられてい

る。日上和田古墳は丁度 6世紀前半頃の築造で, 日上畝山古墳群の終末期にあたる。また,畝
山丘陵から南へ援やかに延びた低丘陵上に位置することからみても,日 上畝山古墳群との強い

関連が考えられよう。

註

(1) 田辺昭三  『陶邑古窯址群 I』  平安学園考古クラブ 1965

(2) この時期の須恵器として日上高祖沖社裏古墳出土のものがある。

(3) 田辺昭三 前掲書

(4)春 成秀爾 「埴輪」 F考古資料の見方(遺物編)』  1977

尚,調査中 3点の瓦を採集 した(第 17図 )。 1は軒平瓦, 2は平瓦で凹面は布日,凸面は荒い

格子目の叩きである。 3は丸瓦である。 1の軒平瓦の内区は唐草文が変形 し, くずれたもので

ある。外面には 1本の孤線がめぐる。外縁は高い。この特徴は美作国分寺軒平瓦Ⅱ型式のくず

れたものであり,平安時代木頃と考えられる(註 5)。 日上和田古墳は美作国分尼寺跡南西約

500mの 近距離に位置することからなんらかの関連がうかがえよう。

註

(5)湊  哲夫氏の御教示による。

●

0
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図版 1

調査前 (東から)

立木伐採後 (東 から)

古墳発掘風景

2.

4.

6.

調査前 |しから)

立木伐採後 (北から)

古墳発掘風景
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図版 2

I.周
'皇

(西から)

3.墳丘東西断面

5.周漫断面

2.周
'皇

(東から)

4.墳丘南北断面
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図版 3

1.集石出土状態

2.ハニヮ出土状態

4.住居址発掘風景3.集石・ハニワ出土状態 (西から)
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図版 4

鰯
‰

ヽ

1.土拡及び上器出土状態

3.住居址・土拡

4.和田古墳よ
'サ

畝山古墳群を望む

2.住居址・土拡
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図版 5

物迫退出

l～ 5 墳丘表土中出土ハニヮ
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ど

１

ぞ

ｆ

ｆ

Ｊ

]・ 2 盛土内出土須恵器

6～ 8 土拡内出土弥生土器

出 土 遺 物 (2)

8～ 5 墳丘表土中出土須恵器

9 表採瓦
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